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１ 弘前大学人文社会科学部・教授
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地域未来創生塾＠中央公民館（全10回）

　　１．は じ め に

　弘前大学人文社会科学部地域未来創生センターは、弘前市立中央公民館と連携して「地域未来創生塾
＠中央公民館」を開催した。「持続的で豊かな地域創造」をテーマに全 10 回の講座が開かれた。本事業は、
人口減少にともなう様々な地域課題の対策や地域文化資源の有効利用策、地域の防災 ･減災などを模索す
るために、地域住民の皆さんと弘前大学人文社会科学部の教員及び学生が学び会う場を作ることを目的と
している。
　この事業を通して、地域の課題や地域の良さ、地域資源の潜在力を多角的な目線で理解し、地域住民と
共有することは、地域課題の解決や新たな地域づくりにおいて大きな力となりうる。また、ワークショッ
プに学生が参加し、市民の皆さんとコミュニケーションを取ることによって、若者が地域を理解し、地域
の人材として育む教育の場としてもこの事業は重要な役割を果たしている。

　　２．実 施 内 容

　本事業の具体的な実施内容は以下の通りである。
○第１回「イスラーム留学生の弘前ぐらし①」2019年 10月９日（水）

人文社会科学部　教授・杉山　祐子
人文社会科学部准教授・白石壮一郎

　第１回は、幅広い年齢層の市民の方々、19 名の方が参加された。「イスラーム留学生の弘前ぐらし①」
と題し、弘前大学で学ぶマレーシア人留学生３名の協力を得て実施した。イスラーム教についての基礎知
識を概観したあと、食べ物やお祈りの場所の選び方などに焦点をあてながら、弘前のイスラーム留学生が
どんなふうに暮らしているのかを紹介し、質疑応答を交えて理解を深めた。参加者から、「宗教 ･食生活
など、知らなかったことを多く学べた。」「ハラール・ハラーム・シュブハの食についての話が参考になっ
た。」「実際の弘前での暮らしを聞けて、参考になった。」といった、意見が出された。

○第２回「イスラーム留学生の弘前ぐらし②」2019年 10月 23日（水）
人文社会科学部　教授・杉山　祐子
人文社会科学部准教授・白石壮一郎

　第２回は、幅広い年齢層の市民の方々、19 名の方が参加された。「イスラーム留学生の弘前ぐらし②」
と題し、参加された方々５~６人ずつのグループを作り、グループディスカッションを行った。ディス
カッションのテーマは、｢ハラール食」「ヒジャブ」「礼拝」の３つである。イスラーム留学生が日本の生
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活の中で実際に直面した困りごとをとりあげた。具体的には、部活でお酌をするように言われる、アルバ
イトの面接でスカーフ（ヒジャブ）を外して働けるかどうか問われる、大学構内の空いている場所で礼拝
しようとして止められる、などがあった。日本の生活に溶け込みたいけれどイスラームの教えに合わな
い、日本人に迷惑をかけないように気遣ったけれど受け入れられないといった具体的な出来事が示され
た。当事者であるイスラム教徒の留学生や日本人それぞれの立場や気持ちを想像しながら出される率直な
意見のやりとりによって、ディスカッションが盛り上がった。｢文化だから」と突き放してしまわず、違
いを受け入れて一緒に活動するための具体案が出されていたことが印象的である。参加者から、「ハラー
ルについて、よく知らなかったが参考になった。」「グループディスカッションを通じて、自分の意見だけ
でなく、他の人たちの意見や考えもわかったから良かった。」「共生とはどういうことかを改めて考えるこ
とが出来たことが有意義だった。」といった、意見が出された。

○第３回「地域イノベーションの考え方」2019年 11月 13日（水）
人文社会科学部准教授・熊田　憲

　第３回は、幅広い年齢層の市民の方々、 23 名が参加された。 「 地域イノベーションの考え方 」と題し、
はじめに、イノベーションという現象を解説したうえで、なぜ地域活性化にイノベーションが必要となる
のかについて説明した。次に、地域活性化に向けた地域イノベーションはどのようなものなのかについて
考察を行い、最後に、地域発イノベーションの成功事例を紹介した。参加者から、「イノベーションとは
何かが良くわかった。イノベーションの大切さや、必要性がわかった。」「イノベーション＝ IT 企業とい
うイメージを変えることができた。」 「地域イノベーションを初めて知り、より深く大学で学びたいと思っ
た。」といった、意見が出された。

○第４回「中東イスラーム世界から地域の特色を考える」2019年 11月 27日（水）
人文社会科学部講師・亀谷　学

　第４回は、幅広い年齢層の市民の方々、 ５ 名が参加された。「中東イスラーム世界から地域の特色を考
える」と題し、中東イスラーム世界の一般的な紹介を行った後、中東イスラーム世界の中にあるそれぞれ
の地域の間に見られる言葉や生活、建築などの面での違い・特徴についても紹介し、最後にそれらの地域
と青森県とのつながりの事例を示した。また、学生の協力のもと、エジプト留学での生活についても解説
した。参加者から、「語学が好きなので、新しくペルシャ語をやりたいと思えた。イスラーム世界の地域
差を見られて良かった。」「モスクの内容が興味深かった。」 「多文化についての意義ある話が聞けた。大変
面白かった。」といった、意見が出された。
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○第５回「農福連携って何だろう？－管理会計の理論から－」2019年 12月 11日 ( 水 )
人文社会科学部准教授・小杉雅俊、人文社会科学部教授・加藤恵吉

　第５回は、幅広い年齢層の市民の方々、 17 名が参加された。 「農福連携って何だろう？ －管理会計の
理論から－」と題し、農福連携と呼ばれる農業法人と社会福祉法人の取り組みについて紹介し、管理会計
学の学問的な見地からその事例を深く考察した。当日は、現場での写真を豊富に紹介する形で、両者がど
のようにお互いを助け合っているのかについて丁寧な説明が行われた。また、その取り組みが、現場での
マネジメント・コントロールとして効果的に昨日している点についても触れた。参加者から、「全体的に
農業と経済のつながりなんて考えたこともなかったので、とても勉強になった。」「イメージしやすい説明
などをしてくださったので、わかりやすかった。」「農福連携が事業として成り立っている事例がわかった」
といった、意見が出された。

○第６回「統計データを活用しよう！統計調査の重要性」2019年 12月 25日（水）
人文社会科学部講師・花田真一

　第６回は、幅広い年齢層の市民の方々、 16 名が参加された。「統計データを活用しよう！統計調査の重
要性」と題し、公的統計の特徴や重要性について、統計調査における偏りの発生などにも触れながら説明
した。そして、統計データを個人や民間で活用する際に助けとなる「政府統計の総合窓口」、「国土情報ウェ
ブマッピングシステム」、「地域経済分析システムRESAS」などのウェブサイトの使い方を紹介した。参
加者から、「国勢調査の重要性や活用できるサイトの紹介などが良かった。」「集計などの結果の調べ方な
ども紹介があったのでとてもわかりやすかった。また、調べてみようという気持ちが強くなったような気
がする。」「統計のサイトをいくつか見ることができて楽しかった。入試で使う総合学習があるのでたくさ
ん使いたい。」といった、意見が出された。

　　３．お わ り に

　今年度の講座では、人類学・社会学にはじまり、地域イノベーション、イスラーム史、管理会計・原価
計算、計量経済学など、さまざまな分野の目線から、この地域の課題だけでなく、地域の潜在力や地域資
源の可能性などを再発見する貴重な場となった。このように地域の現状を多角的な目線で理解し、地域住
民の皆さんと共有することは、今後の地域づくりのために大変重要な取り組みとなりうる。このような事
業を継続することを通して、より多くの市民や学生が地域の実情を再認識できる場を拡げていきたい。
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